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　人口の動き

一3月1日現在一

男5．203（一9）

女5．292（一7）

計10．495（一16）
世帯数　2．368（＋2）

（）内は前月との比較
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決
意
も
新
た
に
盛
会
の
町
民
大
会

　
五
百
日
に
挑
戦
し
た
交
通
事
故
の
死

亡
事
故
ゼ
ロ
運
動
が
、
先
月
十
七
日
を

も
っ
て
立
派
に
達
成
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
で
は
、
こ
れ
を
機
会
に
、
さ
ら
に

事
故
撲
滅
の
輪
を
広
げ
よ
う
と
、
翌
十

八
日
に
役
場
に
お
い
て
、
交
通
安
全
町

民
大
会
を
開
き
、
町
民
総
ぐ
る
み
の
運

動
へ
と
発
展
さ
せ
ま
し
た
。

　
大
会
に
は
、
嘱
託
員
を
は
じ
め
、
各

種
団
体
な
ど
お
よ
そ
百
三
十
名
が
集
ま

り
、
冒
頭
に
黙
薦
を
さ
さ
げ
て
儀
牲
者

の
冥
福
を
祈
っ
た
あ
と
、
優
良
団
体
、

協
力
者
な
ど
の
表
彰
が
あ
り
、
さ
ら
に

交
通
安
全
に
対
す
る
私
の
提
言
が
行
わ

れ
、
，
町
民
大
会
に
盛
り
あ
が
り
を
み
せ

ま
し
た
。

　
私
の
提
言
に
は
、
上
野
小
学
校
の
上

村
雅
美
君
、
事
故
で
主
人
を
亡
く
さ
れ

た
仁
田
の
江
ロ
ト
ク
さ
ん
、
協
議
会
の

立
場
か
ら
永
久
公
舎
の
藤
田
隆
策
さ
ん

か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
体
験
の
中
か
ら
の
問

盲

言

　
川
西
町
に
お
け
る
交
通
事
故
は
、
近
年
増
加
し

て
い
る
件
数
の
中
で
、
死
亡
事
故
ゼ
ロ
が
五
百
日

に
達
し
た
こ
と
は
特
筆
す
べ
き
成
果
で
あ
る
。

　
こ
の
こ
と
は
、
町
民
が
総
力
を
あ
げ
て
取
組
む

な
ら
ば
、
わ
れ
わ
れ
の
悲
願
で
あ
る
交
通
事
故
の

な
い
、
明
る
い
社
会
の
実
現
も
け
っ
し
て
夢
で
な

い
こ
と
を
し
め
し
て
い
る
。

　
わ
れ
わ
れ
は
、
昭
和
四
十
九
年
の
初
頭
、
交
通

事
故
死
ゼ
ロ
五
百
日
達
成
の
今
日
を
胸
に
き
ざ
み

今
後
六
百
日
ー
千
日
と
こ
れ
を
達
成
し
て
い
く
べ

く
、
こ
こ
に
交
通
事
故
絶
滅
町
民
総
決
起
の
大
会

を
開
催
し
、
さ
ら
に
決
意
を
あ
ら
た
に
し
て
、
町

民
の
総
力
を
あ
げ
て
交
通
事
故
を
減
少
さ
せ
る
た

め
に
努
力
す
る
こ
と
を
宣
言
す
る
。

　
　
昭
和
四
十
九
年
二
月
十
八
日

第
一
回
川
西
町
交
通
安
全
町
民
大
会

題
点
や
、
今
後
の
注
意
点
な
ど
が
発
表

さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
事
故
の
な
い
、
明
る
い
町
づ
く
り
を

め
ざ
し
て
、
引
続
き
こ
の
運
動
は
展
開

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
た
だ
い
ま
死
亡
事
故
ゼ
ロ
ヘ
七
百
日

を
目
標
に
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
の
で

み
な
さ
ん
も
決
意
を
新
た
に
こ
の
目
標

に
向
っ
て
進
ん
で
い
た
だ
き
た
い
も
の

で
す
。

　
な
お
、
こ
の
大
会
で
表
彰
さ
れ
た
方

が
た
は
次
の
と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

▽▽▽5月の休日急救医
交
通
安
全
優
良
団
体

国
鉄
千
手
発
電
所

上
野
小
学
校

中
仙
田
婦
人
会

交
通
安
全
協
力
者
（
個
人
）

　
池
竹
俊
寿
（
原
　
田
）

　
片
桐
昌
好
（
大
白
倉
）

優
良
運
転
者

　
村
山
信
治
（
高
原
田
）

2－2174
2－2581

2－5269

2－2711

2－2957

TEL
TEL
TEL
TEL
TEL

山ロ医院
池田医院
富田医院
庭野医院
大島医院

10日

17日

21日

24日

51日
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新
予
算
案

　
　
国
に
な
ら
っ
て
節
約
型
へ

　
　
　
　
　
一
般
会
計
は
九
億
八
千
七
百
万

　
昭
和
四
十
九
年
度
の
予
算
案
が
ま
と

ま
り
、
先
月
二
十
八
日
に
招
集
さ
れ
た

議
会
に
提
案
さ
れ
審
議
中
で
す
。

　
資
源
不
足
に
端
を
発
し
、
総
需
要
抑

制
と
い
う
異
常
事
態
の
中
で
の
、
国
の

予
算
案
を
背
景
に
、
町
の
予
算
編
成
作

業
も
難
行
が
続
き
、
ま
さ
に
生
み
の
苦

し
み
そ
の
も
の
と
言
え
ま
し
た
。

　
第
二
次
総
合
開
発
計
画
の
初
年
度
と

な
る
一
般
会
計
の
予
算
案
は
、
最
終
的

に
は
、
九
億
八
千
七
百
万
円
に
お
ち
つ

き
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
各
課
の
要
求
総

額
十
二
億
七
千
四
百
万
円
を
大
幅
に
削

減
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
現
今
の
不
安
定
な
経
済
情
勢
の
中
で

は
、
経
常
経
費
や
消
費
的
経
費
の
き
り

つ
め
は
も
と
よ
り
、
新
規
事
業
は
極
力

制
限
す
る
な
ど
、
限
ら
れ
た
枠
内
で
最

大
の
効
果
と
い
う
、
節
約
予
算
と
な
ら

ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
も
の
で
す
。
と

は
言
っ
て
も
、
四
十
八
年
度
当
初
と
の

比
較
で
は
、
　
一
億
九
千
七
百
万
か
ら
の

増
加
で
あ
り
、
二
十
四
・
九
五
パ
ー
セ

ン
ト
の
ア
ッ
プ
率
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、
そ

れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
な
予
算
規
模
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
国
保
（
事
業
勘
定
）
　
一
億
七
千
八
百

九
十
一
万
三
千
円
で
、
前
年
当
初
よ
り

二
千
五
百
九
十
六
万
円
の
増
。

　
国
保
（
施
設
勘
定
）
三
千
三
百
三
十

三
万
四
千
円
で
、
一
千
三
万
六
千
円
の

増
．
　
へ
き
地
出
張
診
療
所
、
七
百
九
十
三

万
六
千
円
で
、
百
九
万
六
千
円
の
増
。

　
歯
科
診
療
所
、
　
一
千
二
百
十
万
九
千

円
で
、
二
百
六
十
九
万
九
千
円
の
増
。

　
農
業
共
済
事
業
、
四
千
二
百
七
十
五

万
一
千
円
で
、
二
百
十
五
万
八
千
円
の

増
。
　
な
お
、
水
道
事
業
の
特
別
会
計
に
つ

い
て
は
、
再
会
議
会
の
五
日
以
降
に
提

案
の
予
定
で
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
一
般
会
計
及
ぴ
五
つ

の
特
別
会
計
の
総
額
は
、
十
二
億
六
千

二
百
四
万
三
千
円
と
い
う
大
型
の
予
算

案
と
な
り
ま
し
た
。

各
会
計
と
も

　
　
十
四
臼
に
成
立
予
定

　
予
算
案
は
、
五
日
の
議
会
で
提
案
理

由
が
説
明
さ
れ
、
以
後
九
日
間
の
審
議

日
程
で
、
十
四
日
に
は
全
部
の
会
計
が

成
立
す
る
予
定
で
す
。

　
詳
細
は
成
立
後
に
お
知
ら
せ
す
る
考

え
で
す
が
、
一
般
会
計
の
中
で
主
な
事

業
に
つ
い
て
、
別
表
に
ひ
ろ
い
出
し
て

み
ま
し
た
。

　
な
お
、
議
会
の
初
日
、
二
十
八
日
に

は
、
新
年
度
予
算
に
直
接
関
係
す
る
条

例
の
制
定
や
一
部
改
正
な
ど
十
八
件
、

一
般
会
計
七
度
目
の
補
正
な
ど
を
審
議

し
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま

し
た
。

　
　
主
な
条
例
制
定

△
総
合
セ
ン
タ
ー
設
置
管
理
条
例

△
同
分
館
の
設
置
管
理
条
例

△
町
営
住
宅
条
例

△
町
民
体
育
館
建
設
基
金
の
設
置
、
管

　
理
及
ぴ
処
分
に
関
す
る
条
例

　
　
　
　
　
　
　
（
以
上
新
設
）

△
職
員
の
旅
費
支
給
に
関
す
る
条
例

△
議
会
議
員
の
報
酬
、
費
用
弁
償
等
に

関
す
る
条
例

△
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条

　
例
△
特
別
職
職
員
の
非
常
勤
の
も
の
の
報

　
酬
及
ぴ
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例

△
職
員
定
数
条
例

△
手
数
料
徴
収
条
例

△
国
民
健
康
保
険
条
例

△
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
使
用
条
例

△
妊
産
婦
及
ぴ
乳
児
の
医
療
費
助
成
に

関
す
る
条
例

△
農
業
共
済
条
例

△
国
民
年
金
印
紙
購
買
基
金
の
設
置
、

　
運
営
及
ぴ
処
分
に
関
す
る
条
例

　
　
　
　
　
　
（
以
上
一
部
改
正
）

長
谷
川
基
良
　
O
越
ケ
沢
・
小
川
伊
作

O
岩
瀬
・
小
川
幸
太
郎
　
○
大
倉
・
中

条
与
作
　
O
大
白
倉
・
高
橋
秀
之

○
小
白
倉
・
江
口
定
一

　
今
回
で
、
新
し
い
嘱
託
員
の
紹
介
を

終
わ
り
ま
す
．

制
限
を
撤
廃

　
　
妊
産
婦
・
乳
児
の
医
療

　
　
費
助
成

昨
年
か
ら
実
施
し
て
い
る
妊
産
婦
・

乳
児
の
医
療
費
助
成
制
度
に
つ
い
て
、

四
月
か
ら
は
所
得
に
よ
る
制
限
が
な
く

な
り
、
す
べ
て
の
妊
産
婦
・
乳
児
（
た

だ
し
、
社
会
保
険
に
加
入
し
て
い
る
本

人
を
除
く
）
が
、
助
成
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
次
の
方
々
は
三
月
中
に

申
請
手
続
き
を
す
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

1
妊
娠
届
け
は
す
ん
で
い
る
が
資
格

　
証
の
交
付
さ
れ
て
い
な
い
妊
婦
（
本

　
人
が
社
保
加
入
の
場
合
を
除
く
。
）

2
昨
年
四
月
二
日
か
ら
今
年
二
月
二

　
十
八
日
ま
で
の
間
に
生
れ
た
乳
児
で

　
現
在
資
格
証
が
交
付
さ
れ
て
い
な
い

　
乳
児
．

　
手
続
き
に
は
、
印
鑑
・
母
子
健
康
手

帳
・
保
険
証
が
必
要
で
、
健
康
管
理
室

へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

新
し
い
嘱
託
員

　
　
　
　
　
：
：
：
：
③

【
仙
田
地
区
】
　
　
敬
称
略

O
中
仙
田
・
南
雲
哲
治
　
○
室
島
・
米

山
一
郎
　
○
高
倉
・
斉
木
和
市
　
O
小

脇
・
斉
木
誠
一
郎
　
○
藤
沢
・
茂
野
耕

作
　
○
田
戸
・
押
木
二
吉
　
O
赤
谷
・
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＝
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＝
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＝
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＝
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＝
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＝
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＝
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…
…
＝
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…
一
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≡
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＝
＝
…
一
一
＝
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＝
…
…
…
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曹
…
…
…
…
…
…
＝
一
…
…
…
…
≡
…
＝
一
＝
…
…
一
＝
…
…
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一
嶺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど

業
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
軌

一般会計予算案の

　主なる事
　
　
入

　
　
購

】
品
費
備
務
｝
総
”

【　
　
セ

　
　
合

　
　
総

　　　【民生費】

老入ホーム妻有荘建築補助

敬老祝金

ねたきり老人見舞金

老人医療費扶助

　　　【衛生費】

成人病検診

へき地冬季巡回診療

妊産婦乳児医療費扶助

無償配布防疫薬剤

妊婦乳幼児検診

　　　【農林水産業費】

小規模土地改良事業

休耕田復旧費補助

林道開設

構造改善費

　　　【商工費】

二六公園整備

節黒城跡など観光施設整備

　　　【土木費】

町道改良舗装工事

橋りよう新設改良

前川改修工事費

　　　【消防費】

広域消防負担金

　　　【教育費】

スクールバス購入

仙田小学校屋体建設

白倉小学校プール工事

川西中学校グラウンド埋立工

　
　
　
　

　
　
　
件

　
　
　
0

】
　
　
　
　
4
1

日
　
　
　
ど

復
　
　
な

【
翻糠

広
域
消
防
の

　
　
　
職
員
募
集

　
　
　
応
募
は
2
5
日
ま
で
に

　
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
消
防
職

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

1　
職
種
と
人
員

　
　
消
防
士
：
：
：
四
人

　
資
　
　
　
格

　
　
高
卒
者
ま
た
は
同
程
度
以
上
の

　
学
力
を
有
す
る
昭
和
二
十
四
年
四

　
月
二
日
か
ら
同
三
十
一
年
四
月
一

　
日
ま
で
の
間
に
生
れ
た
男
子
。

　
市
内
に
居
住
可
能
の
こ
と
。

　
は
身
長
の
二
分
の
一
以
上
、
体
重

　
五
〇
晦
程
度
以
上
、
視
力
は
両
眼

　
で
O
・
八
以
上
一
眼
の
場
合
各
○

　
・
五
以
上
（
矯
正
視
力
可
）
で
弁

　
色
力
正
常
、
そ
の
他
身
体
強
健
で

　
体
質
上
欠
陥
の
な
い
こ
と
。

　
　
四
月
七
日
（
日
曜
日
）

　
本
日
（
十
日
）
以
降
き
た
る
二
十

ω
品
行
方
正
、
身
元
確
実
で
本
郡

20（）
身
長
一
・
五
八
御
以
上
、
胸
囲

3（3
試
　
験
　
日

4
手
　
続
　
き

　
五
日
ま
で
に
O
受
験
申
込
書
、
○
身

　
上
調
書
、
○
最
終
卒
業
校
の
成
績
証

　
明
書
、
○
身
体
検
査
書
を
次
の
と
こ

　
ろ
へ
提
出
し
て
申
込
み
さ
れ
る
よ
う

　
〈
提
出
先
〉
十
日
町
職
安
ま
た

　
　
は
消
防
本
部
（
十
日
町
高
田
町
一

　
　
電
話
二
ー
二
四
五
〇
）
か
川
西
、

　
　
津
南
の
各
分
遣
所
、
中
里
村
役
場

　
　
の
い
ず
れ
か
。

　
詳
細
は
、
消
防
本
部
、
川
西
分
遣
所

等
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
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一その3表z入
翁の情事政オ

日
日
ハ

国民健康保険施設会計決算の状況
歳 入 歳 出

収
科　　　　目 ’　額 科　　　　目 。　　額

1．診　　療　　収　　入 26，182，872円 1．総　　　務　　　費 12，470，990円 歳入歳出差引額 △4，265，019円

2，使用料手数料 112，675 2医　　　業　　　費 15，149，966 繰越又は支払繰延等 0
3．国　庫　支　出　金 2，063，000 3施　設　整　備　費 15，556，940 未収入特定財源 0
生財　　産　　収　　入 5，000 生公　　　債　　　費 41，τ70 実　質　収　支　額 △4，265，019
δ他会計からの繰入金 4，014，403 5前年度繰上充用金 4，014，403 他会計からの繰入金 4，014，403

6．諸　　　収　　　入 590，500 再差引収支額 △8，279，422
π町　　　　　　　債 10000000 歳出のうち人件費 10，323，479

入　合　計 42，968，450 歳　出　合　計 4π233，469

計決算の状況会済事業共農業
歳　　　　　　　　入 歳

科　　　　　　目
“

共
済
勘
定
収
入

1．金交・金補助金
2．保　　　険　　金

3．連合会無事戻金
4．繰　　　越　　　金

5．その他の収入
　　　計

5，415，994円

　462，218
　231，171
13，688，424

　　　0
19．79Z807

共
済
勘
定
支
出

1．保　　険　　料
2．共　　済　　金
a無　事　戻　金
4、繰　　出　　金
5．その他の支出
　　　計

312，496円

973，57b

699，047
1，200，000

　　　0
3，185，118

歳入歳出差引額
支払備金積立金
責任準備積立金
繰　　　入　　　金
繰　　　出　　金

　差引収支額

19，80斗，851円

　　　0
　　　0
3，661，000

　　　0
16143851

業
務
勘
定
収
入

1．賦　　　課

2．県　支　出　金
3．分担金負担金
鳳繰　　　入　　金
5．諸　　　収　　　入
6．繰　　　越　　　金

　　　計

　630，709
6，925，000

1，（〕51，390

3，661，000

　779，087
2，693，655

15．740841

業
務
勘
定
支
出

1．　　　　　　費
（1）人　件　費

　（2）そ　の　他
2．業　　務　　費
3。連合会支出金
4．その他の支出

　　　計

10，↑95，170

8，692，797

1，502，373

2，235，490

　118，019

　　　0
12548679

積 立　　　　金

法定積立金
無事もどし積立金

特別積立金
　　　計

4，298，018

4，582，049

π732，622
16，612，689

入　合　計 35，538，648 歳出合計 15，733，797

況状計決算の会簡易水道事業
歳 入 歳 出

収 支
科　　　目 “　　額 科　　　　　目 “

1．分担金負担金 16，48π580円 1．総　　務　　費 1，41π593円 歳入歳出差引額1△11，216，297円
2．使用料手数料 π795，060 2維持管理費 1，966，094 繰越又は支払繰延等 O
3。国庫支出金 9，600，000 3。建設事業費 55，9π859 実　質　収　支　額 △11，216，297
4．県　支　　出　金 1，103，000 4．公　　債　　費 6，1Q2，222 他会計より繰入金 5，000，000

a繰　　　入　　金 5，000，000 5．繰　上充　用金 11．25Z550 再　差　引　収支額 △16，216，297
6．町　　　　　　債 25，500，000

πその　　の　　入 19，381

入　合　計 66，505，021 出’合　計 76，721，318

仙田へき地出張診療所会計決算の状況
歳 入 歳

支
目 “　　額 科　　　目 “算額

1．診　療　収　入 4，011，969円 1．総　　務　　費 3，753，734円 歳入歳出差引額 △」，522，372円
2．使用料手数料 10，390 2。医　　　業　　費 2，551，559 繰越又は支払繰延等 O
3．県　支　出　金 773，000 3．施設整備費 13，140 未収入特定財源 O
4．繰　　　入　　　金 1，890，556 4．公　　債　　費 0 実　質　収　支　額 △1，522，372
5．その他の収入 7q2 5．繰上充用金 1，890，556 他会計より繰入金 1，890，556

再差引収支　額 △3，412，928
歳出のうち人件費 3，235，289

歳　入　合　計 6，686，617 歳　出　合　計 8，208，989

計決算の状況会歯科診療所
歳　　　　　　　　入 歳　　　　　　　　出 収　　　　　　　　支
科　　　目

“ 、

1．診　療　収　入
2．繰　　　入　　　金

3．その他の収入

9，375，995円

459，980

　5，701

1．総　　務　　費
2．医　　業　　費
3．繰上充用金

π273，918円

929，925
459，980

歳入歳出差引額
繰越又は支払繰延等
未収入特定財源
実　質　収　支　額
他会計より繰入金
再差引収支　額
歳出のうち人件費

1，17乙853円

　　O　　O1，17Z853
459，980
71π873
5，045，138

歳　入　合　計 9，841，676 歳　出　合　計 8，663，823
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隣
り
に
も
声
か
け
あ

　
四
十
九
年
春
季
火
災
予
防
運
動

▲
実
施
期
間

　
　
　
四
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で

▲
こ
の
季
節
は
、
火
災
が
発
生
し
や
す

つ

て
よ
い
防
火

く
、
季
節
風
等
に
よ
り
大
火
に
な
り

や
す
い
の
で
、
み
な
さ
ん
か
ら
火
災

の
恐
ろ
し
さ
を
再
認
識
し
て
い
た
だ

き
、
災
害
の
未
然
防
止
と
、
死
傷
者

　
の
発
生
防
止
を
目
的
に
し
て
い
ま
す

▲
次
の
こ
と
を
も
う
一
度
確
か
め
ま
し

よ
う
。

　
t
　
わ
が
家
の
避
難
点
検

　
ア
、
家
族
の
話
合
い
に
よ
る
避
難

　
　
万
法
の
決
定

　
イ
、
老
人
・
子
ど
も
・
病
弱
者
等

　
　
の
就
寝
場
所
の
検
討

2
　
た
ぱ
こ
の
投
げ
捨
て
と
寝
た
ば

　
こ
の
防
止

a
　
外
出
、
就
寝
前
の
火
の
元
点
検

の
励
行

＝
＝
＝
＝
＝
一
＝
＝
＝
一
＝
＝
聯
＝
＝
一
＝
＝
＝
一
＝
＝
＝
一
＝
＝
＝
＝
＝
一
＝
＝
＝
＝
＝
一
＝
＝
一
＝
＝
＝
一
＝
＝
＝
騨
＝
＝
＝
＝
一
＝
＝
一
＝
＝
＝
＝
一
＝
＝
一
＝
＝
＝
嶺
＝
＝
＝
一
＝
購
＝
＝
＝
轍
＝
＝
＝
＝
一
＝
＝
一
＝
＝
＝
＝
＝
一
＝
＝
＝
＝
一
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
一
＝

藺才

地
区
に

株
式
会
社
大
和
伸
管
所
が
進
出

　
今
春
雪
消
え
を
待
っ
て
橘
地
区
に
、

新
し
く
工
場
が
進
出
す
る
予
定
で
す
。

　
埼
玉
県
和
光
市
に
本
社
を
置
き
、
同

県
川
越
市
に
も
工
場
を
有
し
て
、
黄
銅

管
や
銅
管
の
生
産
を
主
と
す
る
株
式
会

社
大
和
伸
管
所
が
そ
れ
で
す
。

　
こ
と
し
十
月
操
業
を
目
標
に
、
地
元

会
社
側
と
も
、
そ
れ
ぞ
れ
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
が
、
操
業
と
同
時
に
、
中
心

と
な
っ
て
活
躍
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

現
在
九
名
の
地
元
の
方
々
が
、
本
社
工

場
で
訓
練
を
受
け
て
い
ま
す
。

本社での一行

　
先
月
二
十
一
日
、
地
元
関
係
者
及
ぴ

本
社
で
訓
練
を
受
け
て
い
る
家
族
の
方

な
ど
十
六
人
が
、
慰
問
が
て
ら
工
場
の

視
察
に
行
つ
て
来
ま
し
た
。

　
こ
の
会
社
で
製
造
さ
れ
た
も
の
は
、

自
動
車
部
品
、
冷
暖
房
器
、
光
学
部
品

弱
電
気
部
品
な
ど
広
範
囲
に
使
わ
れ
て

い
る
と
の
こ
と
で
す
が
、
私
ど
も
が
日

常
使
用
し
て
い
る
も
の
、
例
え
ば
、
洋

ガ
サ
の
柄
、
ラ
ジ
オ
の
ア
ン
テ
ナ
、
ボ

ー
ル
ペ
ン
の
し
ん
、
カ
メ
ラ
の
三
脚
、

釣
具
な
ど
幅
広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す

　
一
行
は
、
川
越
工
場
及
ぴ
本
社
工
場

で
素
管
か
ら
製
品
に
至
る
工
程
を
見
て

歩
き
、
工
場
廃
液
、
騒
音
な
ど
、
い
わ

ゆ
る
公
害
問
題
に
つ
い
て
説
明
を
聞
き

な
が
ら
、
実
際
に
目
、
耳
、
で
確
か
め

て
来
ま
し
た
．

　
ま
た
、
会
社
側
の
好
意
に
ょ
り
、
訓

練
を
受
け
て
い
る
地
元
の
万
々
と
も
懇

談
の
機
会
を
得
、
し
ば
し
な
ご
や
か
な

と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
こ
の
人
た
ち
は
、
昨
年
十
一
月
か
ら

こ
の
管
製
造
に
従
事
し
て
お
り
、
全
員

元
気
で
、
川
西
工
場
で
働
け
る
日
を
楽

し
み
に
し
て
い
る
様
子
で
し
た
。

　
地
元
世
話
人
の
一
人
、
平
沢
徳
松
さ

ん
の
話
。

　
「
川
西
工
場
で
は
、
管
製
造
工
程
の

み
で
あ
る
。
雪
消
え
を
待
っ
て
工
場
の

建
設
に
入
り
、
七
月
に
は
完
成
、
九
月

ま
で
に
は
、
工
作
機
械
の
据
え
付
け
を

終
や
し
て
、
十
月
操
業
し
た
い
考
え
で

い
る
。
操
業
当
初
は
、
四
十
五
名
く
ら

い
の
従
業
員
を
予
定
し
て
い
る
。
」

　
ま
た
、
現
在
勉
強
中
の
羽
鳥
一
徳
、

井
口
一
夫
さ
ん
ら
は
、
　
「
立
作
業
が
多

い
の
で
最
初
の
う
ち
は
疲
れ
も
感
じ
た

書
を
提
出
し
確
認
を
受
け
な
け
れ
ば
工

事
に
着
手
で
き
ま
せ
ん
。

　
た
だ
、
以
上
の
い
ず
れ
の
場
合
も
、

床
面
積
が
一
〇
㎡
（
三
坪
）
未
満
な
ら

そ
の
必
要
は
な
く
、
参
考
ま
で
に
、
昨

年
四
月
か
ら
こ
の
二
月
ま
で
で
町
に
お

い
て
は
約
百
二
十
件
の
建
築
届
。
確
認

申
請
書
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
建
築
を
予
定
さ
れ
て
い
る
方
は
、
早

め
に
建
築
課
へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

節
黒
城

　
　
発
掘
調
査
報
告
書

　
－
希
望
者
に
実
費
で
1

　
昨
秋
来
、
県
教
育
庁
文
化
行
政
課
の

手
で
ま
と
め
ら
れ
て
い
た
節
黒
城
東
側

山
腹
の
発
掘
調
査
報
告
書
が
、
近
く
刊

行
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
町
教
育
委
員
会
で
は
、
県
当
局
の
了

解
を
得
て
、
報
告
書
を
、
希
望
者
に
実

費
で
お
分
け
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
ご
希
望
の
方
は
、
社
会
教
育
課
あ
て

に
、
は
が
き
ま
た
は
紙
片
に
住
所
氏
名

を
明
記
し
て
今
月
二
十
五
日
ま
で
に
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
一
部
二
百
円
、
送
料
百
五
十
円
の
予

定
で
す
が
、
限
定
出
版
の
た
め
、
先
着

二
百
名
を
越
え
た
場
合
お
断
り
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

＝
＝
＝
。
＝
＝
＝
一
＝
＝
＝
＝
一
＝
＝
＝
＝
聯
＝
＝
＝
＝
一
＝
＝
＝
曹
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
一
＝
輯
＝
＝
＝
購
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝

羅
鍍
難
職
灘
嬢
霧
撫
㎜
麟

月
か
ら
休
日
が
隔
週
二
日
制
と
な
っ
た

五
月
に
は
、
八
日
間
も
連
休
が
あ
る
と

の
こ
と
で
、
楽
し
み
に
し
て
い
る
。
」

と
い
っ
た
よ
う
な
こ
と
を
話
し
て
い
ま
（
◎
新
郎

し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
新
婦

家
屋
等
の

　
　
新
増
改
築
は

　
　
　
忘
れ
ず
に
手
続
き
を

　
建
物
を
建
築
す
る
場
合
、
工
事
に
先

だ
っ
て
建
築
届
を
県
知
事
あ
て
に
提
出

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
指
定
区
域
内
の
建
築
や
三
階

建
て
の
建
物
・
旅
館
・
寄
宿
舎
等
の
特

殊
建
築
物
の
場
合
だ
と
、
確
認
の
申
請

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

（
◎
新
郎

◎
新
婦

（
◎
新
郎

◎
新
婦

（
◎
新
郎

◎
新
婦

斎
木
久
夫

久
松
喜
美
江

小
林
＋
八

須
藤
フ
ジ
イ

小
海
賢
次
郎

増
田
節
子

藤
巻
浩
二

今
野
鈴
子

高
倉

鹿
児
島
か
ら

中
屋
敷

＋
日
町
か
ら

小
根
岸

群
馬
か
ら

寺
ケ
崎

秋
田
か
ら

う
ぶ
声
1
お
す
こ
や
か
に

高
澤
健
一

喜
多
真
理
子

登
坂
由
美
子

小
川
真
紀

文
次
郎
長
男

清
長
女

敬
　
三
女

政
信
長
女

小
根
岸

中
島
町
岩
瀬
赤
谷

川高米松敷
崎橋山本藤

和竜美　 光直
恵也雪学恵也謙有学

　昭高伸一喜政　國
誠吉重市己一治勝雄

長長二長長二長二長
女男女男女男男男男
　　　　発　 下
室大室中電仁平坪高
　白　 島所　 新　 原
島倉島町通田田山田

昇
天
1
ご
め
い
福
を
祈
る

山
ロ
ニ
ヨ
シ

高
山
可
成
雄

川川大半高小高中
崎崎塚藤橋川橋條

ムミ榮勇吉モキハ
メサ蔵吉次トンル

仁
田

発
電
所
通

大
倉
高
倉
岩
瀬

中
屋
敷

田
　
中

高
原
田

越
ケ
沢

越
ケ
沢

九八八七七七七七七六
五九一九六六六六〇〇

納
税
メ
モ

　
所
得
税
の
確
定
申
告
、
町
民
税

申
告
は
十
五
日
ま
で
で
す
。

　
出
か
せ
き
所
得
や
中
途
退
職
者

ま
た
は
配
当
所
得
の
あ
る
人
で
源

泉
徴
収
票
に
所
得
税
徴
収
額
の
あ

る
人
は
、
所
得
税
の
確
定
申
告
を

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
税
金
が
還
付

さ
れ
る
場
合
が
多
い
の
で
、
十
五

日
ま
で
に
、
税
務
署
に
確
定
申
告

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
軽
自
動
車
、
原
付
自
転
車
及
ぴ

耕
運
機
の
廃
車
、
売
却
及
ぴ
取
得

等
の
届
出
は
、
で
き
る
だ
け
今
月

中
に
す
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。
届
出

が
四
月
以
降
に
な
る
と
、
車
が
な

く
と
も
課
税
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
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ま
ろ
や
か
な
子
の
手
に
転
ぷ
手
毬
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な

寒
き
夜
の
声
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げ
通
る
屋
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店




